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第第 1133 回回ＧＧＯＯＴＴＩＩＣＣ教教育育セセミミナナーーののごご案案内内 

GOTIC 正会員・賛助会員の皆様 

師走を迎え慌ただしい毎日ですが、先生方にはますますご健勝のこととお慶び申し上げ

ます。 

過日ご案内しましたように、年明け、平成 25 年 1 月 12 日(土)に開催します教育セミ 

ナーでは、後方視的研究のブラッシュアップ、GCIG 報告、GCIG の Symptom Benefit

研究についての説明に引き続き、現在米国で Gynecologic Oncologist としてのトレー

ニングを受けられている松尾高司先生のご講演を予定しております。講演のタイトルは

「米国での婦人科腫瘍フェローシップの実際」です。 

日本の婦人科腫瘍学会専門医よりも、あらゆる点で厳しいトレーニングと、難しい審査

条件をクリアしなければ取得できない、米国 Gynecologic Oncologist を目指して奮闘

中の松尾先生ならでのお話しがうかがえると思います。 

先日ご案内いたしましたように、せっかくの機会ですので、日本との研修制度、医療制

度がどのように異なっているのか、婦人科腫瘍専門医を目指す修練医の日常生活はどうな

のかなど、GOTIC 施設の、特に若い先生方が聞いてみたい話題を中心に、Q&A 方式の

新しい形のセミナーの形をとらせていただきます。 

つきましては、GOTIC 会員の先生方は若い先生にこの情報を流していただき、若い先

生から松尾先生への質問を受けていただきたいと思います。 

質問は前もって、松尾先生にお知らせし、準備をしていただく予定です。 

有意義なセミナーとなりますよう、先生方のご協力、よろしくお願いいたします。 

 

GOTIC 理事長       鈴 木 光 明 

GOTIC 運営委員会 委員長 藤 原 恵 一 

 

記 

 
開催日時 ：平成２5 年 1 月 12 日（土）18 時より  

（※ お弁当を用意します） 

場  所 ：大宮ソニックシティ 9 階 906 

         さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 

TEL: 048-647-4111（代表） 

          参 加 費 ：無 料 

（賛助会員には、1 社あたり 2 名までの参加でお願いいたします） 

        

 参加を希望される方は、別紙参加申込書を 1/4 までに GOTIC 事務局 FAX

（049-292-9048）で送信してください。 



 

プ ロ グ ラ ム 
 

 

 

・開会の辞  

 

・後方視的研究ブラッシュアップ 

 

・GCIG 参加報告 

 

・GCIG の Symptom Benefit 研究について 

北里大学臨床薬理研究所 臨床試験コーディネーティング部 部長 

青 谷 恵 利 子 先生 

 

・講演 

「米国での婦人科腫瘍フェローシップの実際」 

南カリフォルニア大学 婦人科腫瘍科 フェロー 

松 尾 高 司 先生 

 

・閉会の辞 

 

 

 

 

 

主催 一般社団法人 北関東婦人科がん臨床試験コンソーシアム（GOTIC） 
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「米国での婦人科腫瘍フェローシップの実際」 

                
南カリフォルニア大学 婦人科腫瘍科 フェロー 

松 尾 高 司 

 

現在、米国での婦人科腫瘍のクリニカルフェローの 3 年目で、シニアの立場にあります。

私の知る限り、婦人科腫瘍のフェローで日本人では二番目、現行体制のレジデント履行も

含めると最初の日本人になると聞きました。私は日本での初期研修中に婦人科腫瘍に興味

を持ちましたが、日本にはこうした専門医を育成するトレーニングプログラムはその当時

存在せず、日本の外へ目を向ける必要がありました。米国には外に門を開いた米国産婦人

科学会認定の婦人科腫瘍のフェローシップが存在し、さっそくコンタクトをとってみると、

フェローシップに応募するには米国医師国家試験に合格して産婦人科のレジデントを終

了する必要がある、とのことでした。また、数あるフェローシップの中で婦人科腫瘍は最

難関であると聞き愕然とし、何の確証もないままに渡米したのを昨日のように覚えていま

す。苦労の後に幸い古豪プログラムの一つである南カリフォルニア大学で臨床トレーニン

グを開始する事になったのですが、フェローはレジデント以上の勤務時間でアテンディン

グ並みの知識・責任・指導力を必要とし、大変忙しいのですが、今は昔からの夢と希望が

かなって非常に充実した毎日を送っています。年間約 160 件のメジャーの癌手術をし、

ロボットや、自科主導での骨盤全摘・腸管切除再吻合・人工尿路変更・横隔膜切除といっ

た日本ではなかなか経験できない症例を数多く経験させて頂いています。化学療法外来で

は約 100 人強の患者を回し持ち、GOG 主導での臨床治験も積極的に介入しています。

今は半年後に控えた認定医試験に向けて準備もしなければなりません。本講演では婦人科

腫瘍フェローの実際と今後の展望を話す事が出来れば、と考えています。 

 



FAX 返信先    GOTIC 事務局 FAX : 049-292-9048 

 

  

 

 

 

 

平成２5 年 1 月 12 日（土）18：00～ 於）大宮ソニックシティ 

               

 

参加を希望される方は、1 月 4 日（金）までに GOTIC 事務局へ FAX

（049-292-9048）にてご返信くださいますようお願いいたします。 

          

施 設 名 氏  名 e-mail 

   

   

   

   

   

 

 

[問い合わせ先] 

   GOTIC 事務局 

 〒350-0451 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷５ グランビルⅡ４０１ 

         TEL ： ０４９－２９２－９０４３ 

         FAX ： ０４９－２９２－９０４８ 

         E-mail： gotic@gotic.jp             
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